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(論文内容の要旨)

本研究の目的は､人間の日常生括における思い付きやｱｲﾃﾞｱ､身の回りの雑多な情報

を計算機上に取り込んで括用したり､他者と共有することを支援するｼｽﾃﾑの構築であ

る｡本論文では､人間が日常生括で出会う思い付きなどの雑多な記憶を外在化し､計算機上

に表硯したものを外化記憶と呼ぶ｡

外化記憶の構築における作業の軽減､及び不完仝･不正確な情報でも記述できる情報表

硯として連想表硯を提案する｡連想表硯は､情報間に単に関連があることだけを記述し,そ

の関連の意味付けを厳密には定義しない｡また､ﾈｯﾄﾜ-ｸ･ｺﾐｭﾆﾃｲ(以下ｺﾐｭﾆ

ﾃｲ)において外化記憶を共有するために､分身ｴ-ｼﾞｪﾝﾄと呼ばれる概念を提案する｡

分身ｴ-ｼﾞｪﾝﾄは､個人の外化記憶を保持し､個人に代わって他人や他の分身ｴ-ｼﾞｪﾝ

ﾄに公開する機能をもつ｡ﾕ-ｻﾞは､分身ｴ-ｼﾞｪﾝﾄの振舞いを閲覧することにより､自

分の属するｺﾐｭﾆﾃｲあるいは未知のｺﾐｭﾆﾃｲの各ﾒﾝﾊﾞのもつ関心事や知識の概要

と相互関係を把撞できる｡本研究では､ (1)個人における外化記憶の構築と､ (2)ｺﾐｭﾆ

ﾃｲにおける外化記憶の共有を支援するｼｽﾃﾑを実装し､評価実験を行なった｡

(1)個人における外化記憶の構築支援として､日常生活における思い付きや､身の回り

の雑多引育報を外化記憶として構築､整理､編集できるｼｽﾃﾑCoMeMo-Organizerを提

案する｡ｼｽﾃﾑの実現にあたりこつのｲﾝﾀﾌｪ-ｽを実装した｡ (a)ﾍﾟﾝ入力可能な携

帯端末と連想表現を組み合わせることにより､何時でも何処でもすばやく外化記憶を構築で

きるｲﾝﾀﾌｪ-ｽを実装した｡ﾍﾟﾝを用いたｼﾞｪｽﾁﾔ-によるｼｽﾃﾑとのｲﾝﾀﾗｸ

ｼｮﾝによる情報の編集を実硯した｡ (b)閲覧中のWWWﾍﾟ-ｼﾞ上に注釈をつけたり､単純

なﾏｳｽ操作により必要な情報だけを切り出せるｲﾝﾀﾌｪ-ｽを実装した｡注釈や切り出

された情報は､外化記憶として蓄積する｡また､それらの情報からｷ-ﾜ-ﾄﾞを抜き出し,

時間の推移とｷ-ﾜ-ﾄﾞ間の共起関係を利用して閲覧したWWWﾍﾟ-ｼﾞを自動分類し2次

元平面上に表示する｡過去に興味を持って閲覧したWWWﾍﾟ-ｼﾞの能動的なﾌﾞｯｸﾏ-ｸ

機能として利用でき､過去の記憶の想起を支援する｡

(2)ｺﾐｭﾆﾃｲにおける外化記憶の共有支援として､ﾒﾝﾊﾞ間で分身ｴ-ｼﾞｪﾝﾄを

使い外化記憶を相互に開示することによるｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ促進環境を提供し,共通の話

題発見や知識の発展を支援するｼｽﾃﾑCoMeMo-Communityを提案する｡修士課程学生

45名に､自分の興味や関心を外化記憶として記述し､相互に閲覧しながら自分の外化記憶

を発展させていく公開型知識共有実験を約1ｹ月にわたり実施した｡実験の結果､以下の3

点について知見を得た｡ (a)知識の共同構築:他のﾒﾝﾊﾞが公開した情報を元に､新たな情

報を関連付けて公開していた｡ (b)公開情報の拡散効果:連想を用いて複数のﾒﾝﾊﾞから複

数の外化記憶を引き出した｡特に､外化記憶を相互に公開しあうことが知識の活性化に有効

であることがわかった｡ (c)新たな人間関係の発見:ｼｽﾃﾑを通じて共通の趣味が分かり

新たな人間関係形成を支援した｡

これらの結呆､外化記憶の蓄積･再利用するためのｲﾝﾀﾌｪ-ｽの構築が可能である

ことが分かった｡また､分身ｴ-ｼﾞｪﾝﾄを使って外化記憶を共有することは､知識の括性

化､人間関係の発見に有効であることが示唆された｡
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(論文審査結呆の要旨)

本論文では､人間の日常生活における思い付きやｱｲﾃﾞｱ､身の回りの雑多な情報を計

算機上に取り込んで括用したり､他者と共有することを支援する知的ｼｽﾃﾑを構築するこ

とを目的としている｡提案者は､個人の記憶を外化記憶として計算機上に外在化する手法､

外化記憶をｺﾐｭﾆﾃｲにおいて共有･発展させる手法に焦点を当てている｡本論文の主な

成果は以下に要約される｡

1.日常生括における個人の外化記憶の構築支援

本研究では､ﾍﾟﾝを用いたｼﾞｪｽﾁﾔ-によるｼｽﾃﾑとのｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝによる

情報の編集を行なう手法を提案し､個人の日常生括における思い付きや､身の回りの

雑多な情報を外化記憶として構築､整理､編集できるｼｽﾃﾑCoMeMo-Organizerと

して実装している｡提案手法をGPS付携帯端末上に実装し､屋外においてその利用

実験を行なった結果､ﾕ-ｻﾞの行動をある程度妨げずにその現場において外化記憶を

構築したり､位置に応じた外化記憶の利用が可能であることが示されている｡本手法

は､情報が氾濫する硯代社会において求められている人間の記憶補助を目指した先駆

的な研究として評価できる｡

2.ｺﾐｭﾆﾃｲにおける外化記憶の共有支援

本研究では,分身ｴ-ｼﾞｪﾝﾄと呼ばれる個人の代理となるｴ-ｼﾞｪﾝﾄを介して他

者と外化記憶を共有する機構を提案している｡提案手法は､ｺﾐｭﾆﾃｲのﾒﾝﾊﾞ間

で外化記憶を相互に開示することによるｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝ促進環境を提供し､共通

の話題発見や知識の発展を支援するｼｽﾃﾑCoMeMo-Communityとして実現されて

いる｡修士課程学生45名に､自分の興味や関心事を外化記憶として記述し､相互に閲

覧しながら自分の外化記憶を発展させていく公開型知識共有実験を約1ｶ月にわたり

実施した結果,知識の括性化および人間関係の発見に有効であることが確認されてい

る｡本手法は､独創性が高く､ｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝの知的支援に関する研究の-つと

して期待できる｡

以上のように､本論文における研究成果は､個人の記憶を個人及び他者との間での利用

を支援する知的ｼｽﾃﾑの構築に関して-定の有効性を確認したという点において新規性が

あり､記憶補助及び知識共有の分野において高い貢献があると評価する｡また､本研究の成

果は､学術論文2件および国際会議5件において公表されているほか､研究成果の-部は平

成11年度人工知能学会仝国大会優秀論文賞を授賞しており､本研究の学術面での貢献を認

めることが出来る｡よって､本博士論文は､提出者が独立した研究者または技術者として､

研究･開発括動を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものであると認める｡


